
海外安全対策情報 

【定期報告：７月～９月】 
 

在ケープタウン領事事務所 

 

１ 西ケープ州における犯罪傾向 

（１）  観光客を狙った犯罪が多様化,巧妙化しているため引き続き注意が必要である。 

 

（２）  在ケープタウン領事事務所管轄地域の２０１８年７月～９月における邦人に対する

被害の報告件数は２件であった。 

 

２ 殺人・強盗等凶悪犯罪の事例 

（１）殺人 

ア ８月１７日，２人の巡査がそれぞれ，デルフト・カエリチャで別々に銃殺された。２

人とも非番の日であった。 

 

（２）強盗   

 邦人被害 

ア ９月２０日午後２時頃，観光で滞在中の 60 代邦人男性が，ニューランズのゲスト

ハウスからニューランズ・フォレスト（Newlands Forest）近辺の山道を散策中に

２人組の男による強盗被害に遭った。被害者は，加害者に腕を捕まれた際「旅券

は返して欲しい」旨若干の抵抗を行った為，右目下を強く殴られ，意識不明とな

った。命に別状はなかったが，酷く腫れ上がり，手術の上，１週間程度の入院と

なった。 

 

その他の被害事件 

ア  ７月６日早朝，サマーセットウエストの６０歳の女性の家に見知らぬ男が侵入し，テ

レビとナイフを持って女性を脅した。女性は保有していた銃を取り出し，男に向け足

を狙って発砲したところ，主要な動脈に直撃し，男は死亡した。 

 

イ  ８月４日夜，クラアイフォンテインにてパトロールしていた警察官が小売店で盗みを

はたらいているのを見つけ，現行犯逮捕した。３人は，盗んだ銃を保持しており，ま

た乗っていた車も盗難車であったことがわかっている。 

 

（３）強姦 

邦人被害 

特になし。 

 

その他の被害事件 

ア  ７月２日，８歳の女子がデルフトサウスの道ばたで遊んでいたところ，見知らぬ男目



出し帽をかぶった男性に見知らぬ場所に連れ込まれ，強姦された。 

 

イ ９月４日，ミッシェルズプレーンで２０代の女性が，強姦された後死亡したのが発見

された。この地区では，７月にも男性が殺害された上，死体遺棄されている。 

 

（４）その他 

ア  ７月１日，サマーセットウエストでダイナマイトを違法に所持しているのが見つかっ

た男性が逮捕された。男の車の中にダイナマイト４本および拳銃があるのをパトロー

ル中の警察官が発見し，わかった。 

 

イ  Foodprop Group の創設者である男性が７月９日朝，パローのビジネスビルで見知ら

ぬ男に誘拐された。誘拐された男性は自社の事務所のあるビルの地下駐車場に車で入

ろうとしたところ，後ろから別の車に追いかけられ，中にいた男が警備員に銃口を向

け，トイレに追い込み警備員の携帯電話を盗み，トイレに閉じ込めた。その後誘拐さ

れた男性を自分の車に引きずり込み逃走した。 

 

ウ  ７月５日午後，ガーデンズのレストランで爆発があり，９人が怪我を負った。レスト

ランでガス漏れしていたことが原因と見られている。 

 

エ  ７月２８日，２９日の週末，２人が人身売買の疑いで逮捕された。２１歳と２２歳の

男性２人が仕事を紹介するといわれ連れて行かれた先でビジネスマンのもとへ売ら

れた。捜査で重労働が課せられ，不衛生な宿舎しか与えられて居なかったことがわか

った。 

 

３ テロ・爆弾事件発生状況 

ア ７月１４日昼前，ケニルワースにあるショッピングモールで，爆破予告があり訪れて

いた客及び店員が緊急避難した。 

 

４ 誘拐・脅迫事件発生状況 

ア ９月１日，Goodwood にて友達家族と出かけた８歳の少女が誘拐された。誘拐した男は，

有名な洋服店の社員を偽り，モデルにしてあげると少女を誘い，誘拐したが，９月３

日に自宅に帰された。前の週には，登校途中の小学生が強姦され，さらにケープタウ

ン市近郊で１件の誘拐，１件の誘拐未遂が報告されている。 

 

５ 対日感情 

概ね良好。 

 

６ 日系企業の安全に関する諸問題 

特になし。 

 



７ 日本人安全対策のためにとった具体的措置 

（１）在留邦人へのお知らせ等の発出 

不定期ながらも，安全対策に役立つ情報を当事務所より「領事事務所からのお知らせ」とし

てメールを発出し，在留邦人に対して安全対策情報を発信している。 

（２）その他の措置 

常日頃より，当地在住の邦人等との意見交換を行い，当地での生活の安全情報の収集に努め

ている。 


